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ひと・むら・自然が共生する 

未来に輝く農村をめざして 
 
 

東村長 伊 集 盛 久 

 
東村では、「花と水とパインの村」をキャッチフレーズに村民のご理解とご協力に支えられ、魅

力ある村づくりのため様々な取組をすすめてまいりました。 

 平成 18 年に「第４次東村総合計画」を策定し、各種施策を推進して総合福祉センター、村立保

育所の移転新築、福地川海浜公園などの整備をはじめ、農林水産業補助の充実、各種予防接種費

用助成、高校生までの医療費無料化、給食費補助などソフト面の充実も図ってきました。 

 しかし、近年のめまぐるしい社会情勢の変化の中で村を取り巻く環境が大きく変化しており、

本村では基幹産業である農林水産業は農家の高齢化、生産量の減少など大きな影響を及ぼしてお

ります。一方で豊かな自然環境を生かしたツーリズム、農家民泊など新たな産業も芽生えていま

す。国は地方分権の一層の進展と地方の独自性を支援する地方創生を推進しており、本村でも新

たな村づくりをめざして持続可能な方策が求められています。 

本村は、急速な少子高齢化の進行により人口減少が続いており、農林水産業における担い手の

確保や、地域行事の衰退などで村の持続も危惧されているところであります。こうした状況を踏

まえ、第５次総合計画では、東村総合戦略と連携して少子化対策、若者の雇用の確保、人材育成

及び福祉の充実など人口減少に歯止めをかける新たな村づくりを目指します。第４次総合計画の

理念を受け継ぎながら、第５次総合計画では、「ひと・むら・自然が共生する未来に輝く農村をめ

ざして」を村の将来像として画きながら計画実現へ向け、各施策を村民の皆様と一緒に取組んで

まいります。 

最後に、本計画策定にあたってアンケートにご協力頂いた村民の皆様はじめ、貴重な提言をい

ただきました総合計画審議会、村議会など関係者の方々に厚くお礼を申し上げ、本村の魅力ある

村づくりに一層のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

平成 28 年３月 
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わ
た
し
た
ち
は
、
東
村
民
と
し
て
誇
り
と
責
任
を
も
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「
豊
か
な
自
然
の
中
で
生
命
が
輝
く
農
村
」を
め
ざ
し
て
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産
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を
お
こ
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く
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、
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め
ま
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一
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わ
た
し
た
ち
は
、
自
然
を
愛
し
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れ
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美
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を
つ
く
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伝
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お
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一
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し
た
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と
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き
た
え
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健
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で
明
る
い
村
を
つ
く
り
ま
す
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一
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し
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、
き
ま
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を
守
り
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住
み
よ
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り
ま
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一
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東
天
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輝
き
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れ
い
明
打
出
す
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の
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由
と
平
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は
鳴
り
響
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生
ま
れ
し
そ
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は
東
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二
、
村
の
長
さ
は
六
里
半 

 
 

潮
の
香 

香
お
る
里
六
ツ 

 
 

農
業
い
そ
し
む
村
人
は 
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で
三
千
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百
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四
、
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続
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豊
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に
繁
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森
林
は 

 
 

神
の
与
え
し
我
村
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尽
き
せ
ぬ
宝
ぞ
永
久
に 

村名の由来 

 東村は大正 12 年（1923 年）4 月 1 日、旧久志村（現

在は名護市に合併）から分離独立し誕生した村である。

名称の由来については、旧久志村の東方に位置してい

ることと太平洋に面し、東の空から赤々と力強く朝日

が昇ることから「日出るところ東なり」から命名され

たと言われている。 

 

村章 
 昭和 32 年 12 月選定、昭和 53 年 4 月 1 日選定。光

は、東方水平線上より昇る太陽を表し、その影は末広

がりになっていて、東村の限りない発展を象徴してい

る。 

色は、太陽が金色で、村の農作すなわちみのりを表

し、中間の色は濃紺で、村民の英知を表している。 
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